
み
良
い
神
林
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
公
民
館
運
営
委
員

長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
微
力
な
が
ら
２
年
間
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

公
民
館
事
業
に
は
五
部
門
の
委

員
会
が
あ
り
、
各
委
員
会
の
皆
様

の
努
力
に
よ
り
、
地
域
づ
く
り
推

進
を
図
る
目
的
と
し
た
活
動
を
し

て
い
ま
す
が
、
各
種
行
事
に
つ
い

て
は
高
齢
化
や
マ
ン
ネ
リ
化
、
参

加
人
員
の
減
少
等
で
役
員
方
も
大

変
苦
労
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

神
林
の
良
き
伝
統
を
守
り
、
前

役
員
方
の
こ
れ
ま
で
の
御
功
績
に

感
謝
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
は
時

代
の
変
化
に
応
じ
た
事
業
に
し
て

　

私
、
こ
の
た
び
町
会
連
合
会
会

長
を
、
他
に
適
任
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
互
選
に

よ
り
お
受
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
大
役
を
務
め
ら
れ

る
か
心
配
し
て
お
り
ま
す
が
、
お

受
け
し
た
以
上
微
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
全
力
を
尽
く
し
町
会
連

合
会
の
運
営
に
あ
た
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　

お
受
け
し
て
２
ヶ
月
あ
ま
り
、

前
任
役
員
の
皆
様
方
の
ご
苦
労
を

身
に
染
み
て
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

至
ら
ぬ
点
多
々
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
地
区
の
皆
様
方
の
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
住

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
山
雅
支
援
を

核
と
し
た
地
域
づ
く
り
等
は
、
若

者
が
参
加
で
き
る
良
い
例
だ
と
思

い
ま
す
。

　

新
役
員
の
皆
様
又
、
地
域
の

方
々
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
思
い
が
け
ず
町
内

公
民
館
長
会
長
の
大
役
を
仰
せ
つ

か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

公
民
館
活
動
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
生
活
に
直
結
し
た
、
幅
広
く

奥
深
い
活
動
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
自
分
に
務
ま
る
か
不
安
で
は

あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
協
力
を

得
な
が
ら
し
っ
か
り
や
っ
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
助
け

合
い
協
力
し
な
が
ら
、
楽
し
く
明

る
く
気
軽
に
参
加
で
き
る
公
民
館

活
動
に
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
宜
し
く
ご
指
導
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
新
任

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

今
年
度
よ
り
神
林
公
民
館
長
に

就
任
さ
せ
て
頂
き
、
新
任
の
館
長

と
し
て
、
戸
惑
う
日
々
を
過
ご
し

て
お
り
ま
す
。
皆
様
に
は
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
神

林
が
明
る
く
、
活
気
あ
る
地
区
に

な
る
よ
う
、
一
つ
で
も
出
来
る
事

を
行
う
所
存
で
す
の
で
、
皆
様
の

お
知
恵
と
お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

神
林
の
皆
様
に
顔
と
名
前
を
覚

え
て
頂
き
、
親
し
ま
れ
る
館
長
を

目
指
し
ま
す
。
多
く
の
活
動
に
参

加
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
そ
の

折
に
は
、
是
非
お
仲
間
に
加
え
て

下
さ
い
。

　

最
後
に
、
公
民
館
事
業
及
び
福

祉
ひ
ろ
ば
の
事
業
に
多
く
の
方
が

参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、
新
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

　

先
日
、
信
大
の
先

生
と
ラ
ン
チ
を
共
に

し
た
。
窓
か
ら
、
あ

る
学
生
が
見
え
た
。

「
あ
の
人
は
、
韓
国
人

留
学
生
で
す
。
こ
の

間
、
松
本
城
で
の
花
見
の
時
に

日
本
人
か
ら
、
韓
国
に
帰
れ
と

怒
鳴
ら
れ
、
殴
ら
れ
ま
し
た
。

松
本
に
ま
で
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

が
広
が
っ
て
き
た
の
か
と
、
残

念
で
た
ま
り
ま
せ
ん
。」
と
、お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
。

　

こ
の
留
学
生
は
、
お
そ
ら
く
日

本
に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
人
だ
ろ

う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
日
本
へ

の
留
学
を
選
ば
な
か
っ
た
は
ず

だ
。し
か
し
、ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

は
、
そ
の
人
が
ど
ん
な
人
か
も
理

解
し
よ
う
と
も
せ
ず
に
、
た
だ
中

国
人
、
韓
国
人
と
い
う
事
だ
け
で

攻
撃
す
る
。

　

む
し
ろ
こ
う
い
う
留
学
生
に
こ

そ
、「
日
本
に
来
て
よ
か
っ
た
」「
日

本
人
は
親
切
だ
っ
た
」
と
い
う
体

験
を
た
く
さ
ん
し
て
い
た
だ
き
、

日
本
を
も
っ
と
好
き
に
な
っ
て
自

国
に
帰
っ
て
い
た
だ
く
ほ
う
が
、

ず
っ
と
益
に
な
る
と
思
う
。

　

法
務
省
に
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
相
談
窓
口
」
が
で
き
た
ら
し

い
。
そ
れ
は
そ
れ
で
良
い
試
み
だ

と
は
思
う
。
し
か
し
、個
人
個
人
が
、

外
国
人
と
の
交
流
を
通
し
て
、
互

い
の
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
に

こ
そ
、希
望
と
未
来
が
あ
る
と
思
う
。

上條栄会長

田口和利委員長

渡辺保夫会長

塩原秀俊公民館長

平成 2 7年 5月1日現在
1,826世帯
4,826人
2,321人
2,505人

総世帯数
総 人 口

男
女

町
会
連
合
会
会
長
挨
拶

公
民
館
運
営
委
員
長
挨
拶

町
内
公
民
館
長
会
長
挨
拶

神
林
公
民
館
長
挨
拶
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神
林
公
民
館
委
員

運
営
委
員

町
会
長

　

川　

西　
　
　
　

塩
原　

時
治

　

川　

東　
　
　
　

上
條　

基
行

　

寺　

家　
　
　
　

上
條　
　

栄

　

南
荒
井　
　
　
　

原　
　

利
一

　

町　

神　
　
　

◎
田
口　

和
利

　

下　

神　
　
　
　

倉
科　

有
隆

　

梶
海
渡　
　
　
　

上
條　

公
夫

町
内
公
民
館
長

　

川　

西　
　
　
　

高
橋　
　

修

　

川　

東　
　
　

○
渡
辺　

保
夫

　

寺　

家　
　
　
　

杉
谷　
　

守

　

南
荒
井　
　
　
　

岡
村　

吉
廣

　

町　

神　
　
　
　

草
間
義
一
郎

　

下　

神　
　
　
　

山
本　

憲
一

　

梶
海
渡　
　
　
　

塩
原　
　

均

館
報
編
集
委
員
長
△
唐
木　

謙
一

　

〃　

副
委
員
長　

倉
科　

雅
彦

図
書
視
聴
覚
委
員
長　

野
口　

浩
子

　

〃　

副
委
員
長　

小
川
喜
世
子

体
育
委
員
長　
　
　

倉
科　

賢
三

　

〃　

副
委
員
長　

小
澤　

雄
次

　

〃　

副
委
員
長　

塩
原
千
枝
子

文
化
委
員
長　
　
　

上
條　

宏
光

　

〃　

副
委
員
長　

筒
井　

哲
司

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員　

塩
原　

義
幸

　
　
　

〃　
　
　
　

倉
科　

美
保

　
　
　

〃　
　
　
　

三
村　

範
行

　
　
　

〃　
　
　
　

佐
々
木
茂
雄

　
　
　

〃　
　
　
　

松
下　

秀
一

　
　
　

〃　
　
　
　

百
瀬　

さ
わ

民
生
児
童
委
員
協
議
会
長　

淺
田　

武
門

子
ど
も
会
育
成
会
長　

上
條　

基
行

健
康
づ
く
り
推
進
員
会
長　

木
次
由
美
子

農
村
女
性
協
議
会
長　

上
條　

慶
子

神
林
商
工
会
長　
　

上
條　
　

薫

体
育
協
会
長　
　
　

浅
田　

芳
保

学
識
経
験
者

　

菅
野
小
学
校
長　

林　

と
よ
美

　

菅
野
中
学
校
長　

小
松　

功
明

　

二
子
小
学
校
長　

笠
原　

幸
一

館
報
編
集
委
員

　

川　

西　
　
　
　

原　
　
　

博

　

川　

東　
　
　
　

荒
江　

一
富

　

寺　

家　
　
　
　

井
上　

治
夫

　

南
荒
井　
　
　
　

柳
沢　

克
彦

　

町　

神　
　
　
　

井
上　

逸
雄

　

下　

神　
　
　

◎
唐
木　

謙
一

　

梶
海
渡　
　
　

○
倉
科　

雅
彦

図
書
視
聴
覚
委
員

　

川　

西　
　
　
　

稲
葉　

厚
子

　

川　

東　
　
　
　

古
市　

幸
子

　

寺　

家　
　
　
　

丸
山
由
美
子

　

南
荒
井　
　
　

○
小
川
喜
世
子

　

町　

神　
　
　

◎
野
口　

浩
子

　

下　

神　
　
　
　

斉
藤
由
美
子

　

梶
海
渡　
　
　
　

野
原　

玲
子

体
育
委
員

　

川　

西　

幹　
　

太
田　
　

隆

　
　

〃　
　
　
　
　

市
川　

真
司

　
　

〃　
　

幹　
　

澤
田
は
る
か

　
　

〃　
　
　
　
　

外
園
真
由
美

　

川　

東　

幹　
　

三
村　

純
一

　
　

〃　
　
　
　
　

上
條　

俊
成

　
　

〃　
　

幹　
　

宮
下　

美
恵

　
　

〃　
　
　
　
　

篠
原　

明
美

　

寺　

家　

幹　
　

草
間　

智
和

　
　

〃　
　
　
　
　

市
川　

芳
雄

　
　

〃　
　

幹　
　

上
條　

光
子

　
　

〃　
　
　
　
　

安
田
や
よ
い

　

南
荒
井　

幹　
　

小
早
川
貴
裕

　
　

〃　
　
　
　
　

小
林　

正
博

　
　

〃　
　

幹　
　

桃
井　

明
美

　
　

〃　
　
　
　
　

上
原　
　

巽

　

町　

神　

幹　
　

藤
牧　
　

博

　
　

〃　
　
　
　

○
小
澤　

雄
次

　
　

〃　
　

幹　
　

石
川　

千
鶴

　
　

〃　
　
　
　
　

川
端
由
希
子

　

下　

神　

幹　

◎
倉
科　

賢
三

　
　

〃　
　
　
　
　

伊
藤　

芳
将

　
　

〃　
　

幹　
　

山
口　

美
枝

　
　

〃　
　
　
　
　

塩
原　

や
そ

　

梶
海
渡　

幹　
　

上
條　
　

晃

　
　

〃　
　
　
　
　

小
松　

克
二

　
　

〃　
　

幹　
　

等
々
力
仁
子

　
　

〃　
　
　
　

○
塩
原
千
枝
子

文
化
委
員

　

川　

西　
　
　
　

筒
井　

洋
文

　

川　

東　
　
　

◎
上
條　

宏
光

　

寺　

家　
　
　
　

平
林　

峰
子

　

南
荒
井　
　
　
　

上
原　
　

章

　

町　

神　
　
　
　

村
山　

茂
弥

　

下　

神　
　
　
　

飯
ケ
浜　

隆

　

梶
海
渡　
　
　

○
筒
井　

哲
司

神
林
公
民
館

公
民
館
長　
　
　
　

塩
原　

秀
俊

館
長
補
佐　
　
　
　

山
田　

賢
司

主　
　

事　
　
　
　

倉
科　

昌
史

嘱　
　

託　
　
　
　

西
牧　

佳
祐

　

◎
…
委
員
長　

○
…
副
委
員
長

　

△
…
会
計　
　

幹
…
幹
事

　

４
月
30
日
、
神
林
公
民
館
運

営
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
本
年

度
の
事
業
計
画
と
予
算
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
主
な
公
民
館
事
業
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
広
報
活
動
】

　

・
公
民
館
報            （
年
６
回
）

　

・
公
民
館
だ
よ
り    （
年
12
回
）

　

・
館
報
研
修
会

【
図
書
視
聴
覚
活
動
】

　

・
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催

　

・
講
座
の
開
催

　

・
玄
関
ホ
ー
ル
の
演
出

【
体
育
活
動
】

　

・
運
動
会
の
開
催     （
９
月
13
日
）

　

・
球
技
大
会
の
開
催
（
３
月
６
日
）

　

・
婦
人
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
の
共
催

　

・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
検
討

【
芸
術
文
化
活
動
】

　

・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催

　

・
文
化
祭
の
開
催
（
10
／
17
‐
18
）

　

・
文
化
講
演
会
の
開
催

　

・
史
跡
め
ぐ
り
の
実
施

　

・
歴
史
文
化
財
等
の
見
つ
め
直
し

【
学
習
活
動
他
】

　

・
住
民
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
講

　
　

座
の
開
催

　

・
地
域
団
体
等
と
の
連
携

【
人
権
啓
発
推
進
活
動
】

　

・
視
察
研
修
、
県
市
研
修
会
参
加

　

・
学
習
会
、
講
座

神
林
公
民
館

平
成
27
年
度
事
業
計
画

　

４
月
30
日
、
初
夏
を
思
わ
せ
る

快
晴
の
も
と
36
名
を
乗
せ
た
バ
ス

は
、
文
化
委
員
会
主
催
の
春
の
史

跡
め
ぐ
り
に
一
路
、
長
野
市
松
代

へ
向
か
っ
た
。

　

２
班
に
分
か
れ
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
案
内
で
「
真
田

宝
物
館
」「
真
田
邸
」「
文
武
学
校
」

「
松
代
城
跡
」
を
見
学
し
た
。

　

松
代
史
跡
の
特
徴
は
、「
松

代
藩
十
万
石
を
真
田
氏
が
、
約

二
五
〇
年
の
間
治
め
た
歴
史
が
現

存
し
て
い
る
町
」
で
あ
る
。
特
に

真
田
邸
は
藩
主
の
住
ま
い
を
窺

い
知
れ
て
、
興
味
深
い
も
の
で

あ
っ
た
。

　

昼
食
後
、
大
半
の
参
加
者
は
象

山
地
下
壕
の
見
学
を
し
た
。
戦
争

の
残
忍
さ
と
愚
か
さ
を
後
世
に
語

り
継
ぐ
戦
争
遺
跡
と
し
て
無
料
で

見
学
で
き
た
。

　

近
代
か
ら
現
代
ま
で
の
史
跡
が

数
多
く
現
存
す
る
松
代
は
、
歴

史
愛
好
家

に
と
っ
て

は
垂
涎
の

町
で
あ
る
。

機
会
を
見

つ
け
て
ま

た
行
き
た

い
と
思
っ

た
。

真田宝物館にて

史
跡
め
ぐ
り
に

　
　
　
参
加
し
て

公
民
館
活
動
を
担
う

　
　
　
　

役
員
さ
ん
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